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概要 
演者間の関わり合いは上演芸術の魅力の一つとされ，
社会的起源との関係性も指摘されつつある．近年，同期
理論によるアプローチが行われているが、複数の表現
チャンネルの協調とその対応に関する検討は十分に行
われていない．本研究では、この複数チャンネルにおけ
る動的な関わり合いを捉える枠組み（Multi-channel 
Coordination Dynamics）を提案し，熟達したダンサーの
バトル場面を対象にその有用性を検討した。特にリズ
ム運動と空間内の移動とに着目し，協調の様相や対応
関係を位相解析により検証した．結果、各チャンネルに
おいて協調が生じること、協調間に高次の対応が見ら
れること，協調・対応関係が文脈の変化により変化する
ことが示された。以上は，本枠組みの有効性を示す結果
と考えられる． 
 
キーワード：同期，演者間協調，Multi-channel 
Coordination，ブレイクダンス，競争的文脈，位相解析 

1. Introduction 

1．1．上演芸術における演者間インタラクション 
ダンスや音楽演奏といった上演芸術では，演者は他演

者と活発に関わり合いながら魅力的なパフォーマンス

を披露する．その複雑な関わり合いの様相を構築・提示

する部分に，上演芸術の大きな魅力が含まれていると

いう主張も行われている（Bailey, 1980）．また近年では，
その演者間の関わり合いに上演芸術の社会的起源が存

在するという点が主張されつつある（Fitch, 2006; Merker, 
2009, 2015; Ravignani, Bowling, & Fitch, 2014）．数多くの
参加者で場を共有し，ダンスや音楽演奏に取り組むこ

とは，参加者間の関係性を深め共同体の結びつきを強

くする．以上の特徴を有するため，上演芸術が数多くの

社会・文化に偏在するようになったとする主張が提案

されている．実際に音楽演奏やダンスに複数名で取り

組み，振る舞いや演奏を共有することで，参加者間の親

密度が高まることは実証的にも示唆されている

（Kirschner & Tomasello, 2010; Weinstein, Launay, Pearce, 
Dunbar, & Stewart, 2016; Wiltermuth, & Heath, 2009）． 

近年では，以上の演者間の関わり合いについて，同期・

協調の理論を適用してその様相を定量的に検証する試

みが行われようになってきた（Walton, Richardson, 
Langland-Hassan, & Chemero, 2015; Walton, Washburn, 
Langland-Hassan, Chemero, Kloos, & Richardson, 2018; 
Washburn, DeMarco, de Vries, Ariyabuddhiphongs, Schmidt, 
Richardson, & Riley, 2014）．同期・協調の理論とは，複
数の物体・個体間に見られる同期の様相（時間的に明確

な対応の見られる類似した振る舞いの生起．例として

非常に近接した時間に類似した振る舞いを行う同位相

同期や交互に類似した振る舞いを行う逆位相同期が挙

げられる）を線形・非線形の時系列解析（相互相関やク

ロスウェーブレット解析，位相解析や交差再帰定量化

解析など）を通して定量的に検討するアプローチであ

る（Fujiwara & Daibo, 2016; Okazaki, Muraoka, & Osu, 
2019; Strogatz, 2002）．上記した試みを整理すると，演者

間の同期・協調を検討する際に 2 点の興味深い要素に

着目する必要があることが推測される． 
1点目の要素は，協働的・競争的といった演者らの関

わり合いが営まれる文脈である．先行研究では，これら

の文脈により協調の様相が大きく変化しうることが示

唆されている（Keller et al., 2017; Shimizu & Okada, under 
review）．例えばKeller et al. (2017)では，ドイツの伝統的

な青少年のコーラス団における歌声に関する協調の様

相を検討した．そこでは，同世代の異性が偶然彼らのパ

フォーマンスを鑑賞するという歌手間の競争を強めた

状況を設定し，その他の状況におけるパフォーマンス

との比較を行った．結果として，最も低音のバスパート

の歌手らが他のパート（ソプラノ，アルト，テノール）

との協調を維持しつつも，個々の歌声をより強調して

披露する様相が観察された．また，Shimizu and Okada 
(under review)では，ブレイクダンスのバトル場面という
競争的な文脈における熟達したダンサー間の協調を検

討している．そこでは，2名のダンサーがリズム運動を 
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互いに反対のタイミングで披露し合う逆位相同期の様

相が観察されることが示された．また以上の協調の様

相は，文脈の変化により動的に変化する様子が伺われ

た．競争的文脈の比較的弱いパフォーマンス開始前・終

了後では，両ダンサーは同位相同期でリズム運動を披

露する様子が見られた．一方で競争的文脈の強いパフ

ォーマンスの最中では，両ダンサーは逆位相同期でリ

ズム運動を披露する様子が観察された．以上を踏まえ

ると，競争的な文脈において演者らは，互いに振る舞い

の一部（例えば頻度）を一致させつつ，異なる部分（例

えばタイミング）を互いに反対にずらす逆位相同期の

協調を構築することが予想される．特に，Shimizu and 
Okada (under review)では，この一致と差異を同時に含ん

だ振る舞いを互いに行うことで，個々のパフォーマン

スをより強調していた可能性が推測されている． 
 2点目の要素は，複数の表現チャンネル（媒体）にお

ける演者間の協調である．例えば，Walton et al. (2015, 
2018)では，即興的な音楽演奏場面におけるピアノ奏者

2名間の振る舞いの協調について，複数の身体部位（頭・

右腕・左腕）を対象に検討した．そこでは，両者の右腕

間の協調と左腕間の協調とが，それぞれ同位相同期と

いった類似した様相を示す場合もあれば，互いに異な

る様相を示す場合もあることが観察された．同様に，タ

ンゴダンスペアにおけるダンサー間の頭の動きの協調

と姿勢の協調とを検討したKimmel et al. (2015)では，上
記の部位双方に時として同位相同期による協調が観察

されることが示唆されている．これらの研究は，明示的

な検討・考察は行っていないものの，演者間の関わり合

いを十分に捉えるためには，その複数の表現チャンネ

ルにおいて生じる協調の様相（共通点・差異）に着目す

る必要があることを示すものと捉えることが出来る．

実際に，バトル場面においても，ダンサー達は互いに表

情，ジェスチャー，ダンスの動きの種類，といった多様

な表現チャンネルを用いて活発に関わり合いを営む様

子が観察されている（清水・岡田，2013; 清水・岡田，

2017）．演者らは，時としてこれらの複数チャンネル間
に類似した協調を構築し，全体として整合的かつ一貫

した協調の様相を生成する場合が見られるだろう．ま

た，別の場面においては，複数チャンネル間に異った協

調を構築し，それらの差異を対比させることで観客に

何かしらの違和感を提示する場合もあると推測される．

以上のように演者らは，包括的な協調の様相を構築し

それを動的に変化させることで，観客の注意を引きつ

け魅力的なパフォーマンスを披露している可能性が窺

われる．またこの包括的な協調の様相は，上記した協働

的・競争的といった関わり合いの文脈に応じて，その様

相を大きく変化させると予想される． 
1．2．本研究の提案する枠組みと目的 
本研究では，以上の現象を捉えるための枠組みとして，

Multi-channel Coordination Dynamics の枠組みを提案す
る（図 1）．上記の枠組みでは，演者間の関わり合いに

おいて以下の過程が生じること，それらの観点に着目

した検証を行うことが関わり合いを十分に捉えるため

に重要であることを提案している．例えば，協働的・競

争的といった文脈は，演者らの複数の表現チャンネル

における協調の様相に強い影響を与え，その振る舞い

を一定程度規定する（Keller et al., 2017; Shimizu & Okada, 
under review）．これらの複数チャンネルにおける協調の
様相には，一定の共通点・差異が見られ，時に一貫した

もしくは対比された包括的な協調の様相が形成される．

そして，これらの包括的な協調の様相は，文脈の変化や

各チャンネルにおける協調間の相互作用等に応じて動

的に変化していく．我々は，この包括的な協調の様相と

その動的な変化が，演者間の関わり合いの本質的な特
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徴であり，観客を魅了する重要な 1 つの側面であると

考えている． 
本研究では，この枠組みの有用性を確認するために．

以下 4 つの仮説を実際の演者間の関わり合いの場面を

対象に検討する．1：演者らは複数の表現チャンネルを
協調させつつパフォーマンスを披露する．2：以上の複
数チャンネルにおける協調は互いに何かしらの対応関

係を有している．3：以上の複数チャンネルにおける協
調は文脈の変化により動的に変化する．4：2の複数チ
ャンネルにおける対応関係も文脈の変化により動的に

変化する．なおこの枠組みは，将来的に上演芸術におけ

る演者間の関わり合いを捉える上での貴重な視点を提

供することが予想される．例えば，以上の包括的な協調

の様相やその動的変化に関して異なる表現領域におい

て見られる差異を線形・非線形時系列解析によって検

討することで，領域間の関わり合いの特徴の差異を共

通した枠組みで定量的に検証することが可能となる．

また，各領域内において熟達者による関わり合いと初

心者による関わり合いとを比較することで，観客をよ

り魅了する関わり合いの特徴を抽出すること，そして

それらの情報を教育場面・育成場面等において利用し

ていくことが可能になると考えている．  
 本研究では，特にブレイクダンスのバトル場面にお

ける演者間の関わり合いに着目して以上の仮説を検討

することとした．ブレイクダンスでは，2名もしくは 2
チームのダンサーが活発に関わり合いながらパフォー

マンスを交互に披露し，その優劣を競い合うバトル場

面が歴史的・形式的に領域に深く根づいている（OHJI, 
2001; Watkins, 2006）．また先行研究において，その場面

におけるリズム運動といった振る舞いの協調について，

定量的に検討可能であることが明示されている（清水・

岡田，2017; Shimizu & Okada, under review）．以上を踏ま

え，本研究ではブレイクダンスのバトル場面を対象と

して上記の検討を行うこととした． 
特に本研究では，ダンサーのリズム運動と空間内の

移動という 2つの表現チャンネルに着目し，上記 4つ
の仮説を検討することとした．先行研究では，ダンス領

域においてリズム運動は表現の中心を成す要素である

ことが示唆されている（Miura et al., 2011: OHJI, 2001; 
Watkins, 2006）．実際にブレイクダンスにおいても，著

名な評価体系の 1つであるO.U.R. Systemにおいて，リ
ズムは重要な評価基準の 1 つとして明記されている．

また，空間内の移動やそれによってもたらされる空間

上の位置関係は，人々のコミュニケーションを潜在的

に規定する要素であることが，パーソナルスペースの

理論により長期的に提案・検討されてきた（e.g., Hall, 
1966; Kennedy et al., 2009）．以上を踏まえると上記の 2
つのチャンネルは，バトル場面におけるダンサー間の

関わり合いを捉える上で適切な対象と考えられた． 

2. Methods 

2．1．協力者 
協力者は熟達したダンサー7名である（熟達者A-G，平
均年齢：27.29 (SD = 2.43)，平均経験年数：10.86 (SD = 
2.54)）．全員が日本国内で開催されたブレイクダンスの

大会において優勝または準優勝の経験を有していた．

熟達者は，4 名ずつの 2 グループに分かれてそれぞれ

別日に実験に参加した（グループ 1：A，B，C，D，グ

ループ 2：B，E，F，G）．実験手続きは東京大学の倫理

審査委員会の許可を得ており，全員が実験参加前に同

意書に署名した．実験は東京大学の身体運動を実施す

るための一室にて実施された 
2．2．手続き 
各グループにおいて総当たり形式で 1対 1のバトルを
実施した．結果，各グループ 6 回ずつの計 12 回のバト

ルが実施された（総当たり形式で実施した理由は解析

にて記述する）．1 回のバトルにおいて，2 名のダンサ
ーは各 3 回ずつ交互にパフォーマンスを披露した．な

お，より自然な状況に近い演者間の関わり合いを測定

するため，バトルは可能な限り生態学的妥当性の高い

状況にて実施した（以下 3 点）．1：パフォーマンスを
披露する順番について前もって定めず，両ダンサーが

バトル時のやり取りを通して決定した．2：流れる音楽

について，著者らがフィールドワークの経験に基づい

て決定し，ダンサーには事前に教示しなかった

（Shimizu & Okada, 2018）．3：踊る秒数に関しては明確

な制限を設けなかった． 
両ダンサーの身体運動については，赤外線式モーシ

ョンキャプチャーシステム（OQUS 300, QUALISYS，
Göteborg，Sweden）により測定を行った．各ダンサーに

それぞれ 7 個のマーカーを付与して測定を行った（首

の後ろに5個，腰に2個）．マーカーを付与する位置は，

予備実験により検証を行い，パフォーマンスの妨げに

ならず，さらにリズム運動や空間内の移動の測定上適

切と考えられた 7箇所に付与した（八重樫・吉田，1981; 
吉田・児玉，1987）．本研究では，首の後ろのマーカー

データを解析に利用した ．上記のマーカーデータにつ 
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いて，まず欠損値をスプライン補間によって補間し，2
次のバターワースフィルタにより平滑化した上で解析

に用いた．解析では，R（3.5.2）を利用した．なお以降

の分析は，剣道やタグ取りゲームにおける 2 名のプレ
イヤー間の空間内の移動の協調を検討した研究を参考

に実施した（Kijima et al., 2012; Okumura et al., 2012）． 
2．3．解析 
以上のマーカーデータを用いて上記した 4 つの仮説を

検討した．まず 1 つ目の仮説を検討するため，リズム

運動と空間内の移動という各指標の相対位相を算出し

た（図 2）．最初に 2名のダンサー間のリズム運動の相
対位相について，以下 3つの手順により算出した．1：
ダンサーの時間 tにおける首の上下運動（リズム運動）

のベクトルについて，マーカーの z軸データに図 2の
式 1 を適用することで算出した．次に，この上下運動

のベクトルデータにヒルベルト変換（図 2，式 2）を適
用し，各ダンサーのリズム運動の位相を算出した．最後

に，以上の位相の差異を式 3 により算出することで，

時間 t における両ダンサー間のリズム運動の相対位相

を算出した．この相対位相は，両ダンサーの首の上下運

動の対応関係を表すものと考えられる．相対位相が 0
度を示す場合，両ダンサーは同じ方向に上下運動を行

ったことを示し（一方が上方に動いた場合，他方も上方

に動く），相対位相が 180度を示す場合，両ダンサーは
異なる方向に上下運動を行ったことを示す（一方が上

方に動いた場合，他方は下方に動く）． 
次に，表現チャンネルの 2 つ目として両ダンサーの

空間内の移動の相対位相を以下の 3 つの手順により算

出した．1：一方のダンサーの時間 tにおけるもう一方

のダンサーの方向への移動のベクトルについて，マー

カーの x軸・y軸データに図 2の式 4を適用すること
で算出した．なお，At-1→t+1，Bt-1→t+1は時間 t-1 か

ら時間 t+1における各ダンサーの移動の程度を，LA(t)，
LB(t)は時間 tにおけるダンサーA，B間の距離を表して
いる．LA(t)，LB(t)にAt-1→t+1，Bt-1→t+1を投射する
ことで，時間 t におけるダンサーの互いの方向への移

動のベクトルを算出した．以降の手順 2，3では，リズ
ム運動における手順 2，3と同様の手法を用いることで

両ダンサーの他ダンサーの方向への移動の相対位相を

算出した．相対位相が 0 度の場合，両ダンサーは互い

に同じ方向に前後移動を行ったことを示し（一方が相

手に向かって前進した場合，他方も相手に向かって前

進した），相対位相 180度の場合，両ダンサーは異なる

方向に前後移動を行ったことを示す（一方が相手に向

2020年度日本認知科学会第37回大会 O1-3

18



かって前進した場合，他方は相手から離れる方向に動

いた）．また，ここでは総当たり形式で得たデータを利

用し，2 名の内の 1 名のダンサーデータを他のバトル
時の同ダンサーデータと入れ替えた Virtual pairも作成

し，Real pairとの相対位相の比較を行った．人同士の振

る舞いは，互いに相互作用が無くとも偶然合致してし

まう可能性が示唆されている（Bernieri et al., 1988; Dale 
et al., 2011）．そのため，偶然の合致の程度を示すベース

ラインとして Virtual pairを作成し，Real pairと比較す

ることで，関わり合いによって生じた協調の程度を検

討することとした． 
次に 2つ目の仮説の検討のため，上記 2つのチャン
ネル間の協調の対応関係を算出した．まずリズム運動

が 2 つの明確な協調を示した時間 t を同定した．特に
ここでは，同位相同期を表す相対位相 0-20度，逆位相

同期を表す相対位相 160度-180度が示された時間 tを
同定した．次に空間内の移動に関して，時間 tにおける
相対位相を同定してその値を集計した．時間 t におけ
る空間内の移動の協調の様相（相対位相の分布）を検討

することで，2つのチャンネルにおける協調の対応関係
を検討することが出来る． 
そして 3 つ目の仮説を検討するため，文脈による各

チャンネルの協調の変化を検討した．ここではバトル

場面全体を 3つの文脈（5つのTurn）に分割した．Turn 
1 は両ダンサーがパフォーマンスを披露する前の時間

であり，Turn 2-4は両ダンサーが 1つ目―3つ目のパフ
ォーマンスを披露した時間であり，Turn 5 は両ダンサ

ーがパフォーマンスの披露を終えた後の時間である．

各Turnにおける相対位相の分布を算出し，比較するこ

とで文脈による各チャンネルの協調の様相に生じる変

化を検討した．なお本研究では，パフォーマンスの最中

である Turn 2-4 が最も競争的文脈が強く，パフォーマ

ンスの前後であるTurn 1, 5は比較的競争的文脈が弱い

文脈であると仮定した． 
最後に 4 つ目の仮説を検討するため，各文脈におけ

る 2 つの表現チャンネル間の対応関係を算出した．上

記の分析と同様に，バトル場面全体を 3 つの文脈（5 
Turn）に分割し，各Turnにおけるチャンネル間の協調
の対応関係を算出した．各Turnにおける対応関係の分
布の差異を比較することで，文脈によって生じる変化

を同定することが可能である．なお高度に熟達したダ

ンサーを対象とすること，4 人 1 組のグループにより

実験に参加してもらうこと，といった制限から本研究

では協力者の人数が限られていた．また，提案した枠組

みの有効性に関する探索的な検討という研究目的も考

慮し，検定においては有意性水準を 0.10に設定して検

証を行った． 

3. Results 

3．1．複数の表現チャンネルをにおける協調の様相 
まず 1 つ目の仮説を検討した．リズム運動の協調に

関する結果を図 3Aに示す．図より，Real pairにおいて
160 度−180 度に該当する相対位相が多く観察される様

子が窺われた．これは両ダンサーが互いにリズムを逆

位相同期，すなわち反対のタイミングで取っていたこ

とを示す結果と考えられる．一方で Virtual pairにおい
ては同様の傾向は見られなかった．ペアと相対位相と

を要因とした二要因分散分析を行ったところ，有意な

交互作用が示唆された（F (8, 152) = 7.64, p < .001）．単
純主効果と多重比較を行った結果，Real pair において
160 度−180 度の相対位相の頻度が他の相対位相よりも

高いことが示唆された（F (8, 64) = 8.30, p < .001, 160度
−180度と 0度−20度，20度−40度，40度−60度，60度
−80度，80度−100度，100度−120度間で p < .05，160
度−180度と 120度−140度間で p < .10）．また，Real pair
における 160度−180度の頻度はVirtual pairにおける頻

度よりも有意に高いことが示唆された（F (1, 19) = 4.87, 
p < .05）．以上の結果は，両ダンサーが互いにリズム運

動を反対のタイミングで実施していたことを示唆する

結果と考えられる． 
空間内の移動の協調に関する結果を図 4Aに示す．図
より，Real pairにおいて 160度−180度の相対位相が数
多く観察される様子が窺われた．ペアと相対位相とを

要因とした二要因分散分析を行った結果，有意な交互

作用が示唆された（F (8, 152) = 2.06, p < .05）．単純主効
果と多重比較の結果，Real pairにおいて 160度−180度
の相対位相の頻度が他の相対位相よりも高いことが示

唆された（F (8, 64) = 5.89, p < .001, 160度−180度と 20
度−40度，40度−60度，60度−80度，80度−100度間で
p < .05，160度−180度と 120度−140度間で p < .10）．ま
た，Real pairにおける 160度−180度の頻度はVirtual pair
における頻度より有意に高いことが示唆された（F (1, 
19) = 17.34, p < .001）．以上の結果は，両ダンサーが互い

に空間内を反対の方向に移動していたこと（逆位相同

期で移動していたこと）を示唆する結果と考えられる．

以上 2 つの結果から，両ダンサーは複数の表現チャン

ネルについて，ともに逆位相同期に相当する協調を構 
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築していたことが示唆された． 
3．2．複数の表現チャンネルにおける協調の対応関係 
次に 2つ目の仮説を検討した．上記 2つの表現チャ
ンネルの協調の対応関係の結果を図 5A に示す．図よ

り，リズム運動に関する相対位相が 0 度−20 度を示す
際，空間内の移動に関する相対位相も同様に 0度−20度
を示す場合が多い様子が窺われた．また，リズム運動の

相対位相が 160度−180度を示す場合も，同様に空間内
の移動も 160度−180度の相対位を示す場合が多い様子

が見られた．二要因分散分析を行ったところ，リズム運

動に関する 2 つの協調の状態（同位相同期・逆位相同

期）と，空間内の移動の相対位相とに関する有意な交互

作用が示唆された（F (8, 64) = 8.38, p < .001）．単純主効
果と多重比較の結果，リズム運動の相対位相が 0度−20
度を示した場合（同位相同期），空間内の移動に関する

0度−20度の相対位相が他の相対位相よりも多く生じる
ことが示唆された（F (8, 64) = 9.97，p < .001，0度−20度
と 60度−80度，80度−100度，100度−120度，120度−
140度，140度−160度，160度−180度間で p < .01，0度
−20度と 40度−60度間で p < .10）．また，空間内の移動
に関する 160度−180度の頻度は，リズム運動の相対位

相が 160度−180度を示した場合において，リズム運動
の相対位相が 0 度−20 度を示した場合よりも高いこと
が示唆された（F (1, 8) = 25.04, p < .01）．リズム運動の
相対位相が 160度−180度を示した場合（逆位相同期）

の空間内の移動に関する 160度−180度の相対位相の頻

度と他の相対位相との間には有意な差異は見られなか

ったものの（F (1, 8) = 1.26, p < .28），以上の結果は，2 

つの表現チャンネルの協調の間に合致した対応関係が

見られたことを部分的に示唆するものと考えられる．

一方の表現チャンネルに同位相同期または逆位相同期

が見られた場合，他のチャンネルにも同位相同期また

は逆位相同期が見られる場合が多い様子が窺われた． 
3．3．複数の表現チャンネルにおける協調の文脈による
変化 
次に3つ目の仮説を検討した．3つの文脈（5つのTurn）
における各表現チャンネルの協調の結果を図3B，図4B
に示す．図 3Bより，リズム運動に関する演者間の協調
が文脈に応じて変化していた様子が窺われた．パフォ

ーマンスを披露する前後（Turn 1とTurn 5）では，両ダ
ンサーは 0 度−20 度の同位相同期でリズムを取り合う
様子が観察された．一方で，パフォーマンスを披露して

いる最中（Turn 2−Turn 4）では，両ダンサーは 160度−
180 度の逆位相同期でリズムを取り合う様子が観察さ

れた．Turn と相対位相とを要因とする二要因分散分析

を行ったところ，有意な交互作用が示唆された（F (32, 
256) = 13.08, p < .001）．ページ数の都合から仔細な結果

は省略するが，単純主効果と多重比較を行ったところ，

Turn 1では同位相同期の頻度が高く，Turn 2-Turn 4では
逆位相同期の頻度が高かったことが示された．また

Turn 5では，同位相同期・逆位相同期といった特定の相
対位相の頻度が高い結果は示されなかった． 
また，空間内の移動に関しても類似した結果が示さ

れた．図 4Bより，パフォーマンスを披露する前後（Turn 
1とTurn 5）では，両ダンサーは 0度−20度の同位相同
期で空間内を移動し合う様子が観察された．一方で，パ 
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フォーマンスを披露している最中（Turn 2−Turn 4）では，
両ダンサーは 160度−180度の逆位相同期で空間内を移

動し合う様子が観察された．二要因分散分析・多重比較

といった検定を行ったところ，実際に Turn 1では同位
相同期の頻度が高いこと，Turn 2-Turn 4 では逆位相同

期の頻度が高いことが示された．Turn 5では，同位相同
期・逆位相同期といった特定の相対位相の頻度が高く

なる結果は示されなかった．以上の結果は，文脈が演者

間の協調に強い影響を与えていることを示唆するもの

と考えられる．特に競争的文脈が強まると，ダンサーら

は 2 つの表現チャンネルについてそれぞれ逆位相同期

の協調を構築するようになること（反対のタイミング・

方向で実施し合うようになること）が示唆された． 
3．4．複数の表現チャンネルにおける協調の対応関係の
文脈による変化 
最後に 4 つ目の仮説を検討した．3 つの文脈（5 つの
Turn）における表現チャンネルの協調間の対応関係に
関する結果を図 5Bに示す．図より，対応関係が文脈に
応じて変化していた様子が窺われた．Turn 1では，リズ
ム運動の相対位相が 0 度−20 度を示した時に，空間内
の移動の相対位相も同様に 0 度-20 度を頻繁に示す様

子が窺われた．一方で，リズム運動の相対位相が 160度
−180度を示した時には，空間内の移動の相対位相に関
して特定の相対位相が頻出する様子は窺われなかった

（そもそもリズム運動が 160度-180度を示す様子はほ

とんど観察されていない）．パフォーマンスを披露する

前では，両ダンサーはリズム運動と空間内の移動をと

もに同位相同期で対応させていた様子が窺われた．し

かしながらTurn 2−Turn 4では，同様の協調の様相は観

察されなかった．リズム運動の相対位相が 0 度−20 度

を示した際，空間内の移動の相対位相に関して特定の

ものが頻出する様子は観察されなかった（リズム運動

が0度-20度を示す様子はほとんど観察されていない）．

一方で，特に Turn 3においては，リズム運動の相対位
相が 160度−180度を示した際，空間内の移動の相対位
相も同様に160度-180度を頻繁に示す様子が見られた．

パフォーマンスを披露している最中では，両ダンサー

はリズム運動と空間内の移動をともに逆位相同期で対

応させていた様子が窺われた．Turn 5では，リズム運動
の相対位相が 0 度−20 度を示した際，空間内の移動の
相対位相に関して特定のものが頻出する様子は観察さ

れなかった．リズム運動の相対位相が 160度−180度を
示した際は，空間内の移動の相対位相は 0度-20度もし
くは 160度-180度が多く見られる様子が窺われた．パ

フォーマンスを披露した後では，両ダンサーがリズム

運動と空間内の移動とを特定の協調によって対応させ

る様子はあまり観察されなかったことが推測される． 
全体として，両ダンサーは 2 つの表現チャンネル間
の協調の対応関係を文脈の変化に応じて動的に変化さ

せた様子が窺われた．パフォーマンスを披露する前で

は，ともに同位相同期による包括的な協調関係を構築

する様子が，パフォーマンスを披露している最中では，

ともに逆位相同期による包括的な協調関係を構築する

様子が観察された．一方でパフォーマンスを披露した

後では，明確な対応関係を構築する様子は見られなか

った．以上の結果は，二要因分散分析等の検定からも部

分的に支持されている．  

4. Discussion 

本研究では，上演芸術における演者間の複雑な関わ

り合いを定量的に捉えるための 1 つの提案として，
Multi-channel Coordination Dynamics という枠組みを提
示した（図 1）．そしてこの枠組みの有用性を検討する
ため，4つの関連する仮説を設定し，ブレイクダンスの

バトル場面におけるダンサー間の協調の様相を検討し

た．結果は以下の通りである．1：両ダンサーはリズム

運動と空間内の移動という 2 つの表現チャンネルに関
して互いに協調させる様子が見られた．2：表現チャン
ネルの協調間には，類似した協調を構築する対応関係

が見られた．3：各チャンネルにおける協調の様相は，
文脈の変化に応じて動的に変化した．両チャンネルと

もに競争的文脈が強くなると逆位相同期を，競争的文

脈が弱くなると同位相同期を示す様子が観察された．
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4：表現チャンネルの協調間の対応関係は，文脈の変化
に応じて動的に変化した．競争的文脈が強くなると逆

位相同期による包括的な協調関係を，競争的文脈が弱

くなると同位相同期による包括的な協調関係を示す様

子が観察された．以上は，提案した枠組みが複雑かつ動

的な演者間の関わり合いを捉える上で有効であること

を示す結果と考えられる． 
本枠組みは，演者間の関わり合いを捉える際，複数チ

ャンネルにおける包括的な協調の様相に着目する必要

があることを示唆したものと捉えることが出来る．本

研究の結果やフィールドワークの様子等を踏まえると，

演者らは複数のチャンネルをそれぞれ完全に独立させ

て関わり合いを営んでいるとは考えづらい．むしろ，複

数のチャンネルを互いに関連させ，包括的な対応関係

を構築しながら他演者と関わり合っていることが推測

される．この包括的な対応関係は，関わり合いの文脈，

演者間の事前の関係性によって影響を受けていると考

えられる．そして，もし各チャンネルにおける協調や文

脈、演者間の関係性等に変化が生じた場合，上記の対応

関係も動的に変化しうることが予想される．演者間の

関わり合いを十分に検討するには，これらの複数チャ

ンネルにおける包括的・動的な協調の対応関係に着目

することが必要と考えられよう． 
また，本研究のパフォーマンスを披露する場面にお

いて頻繁に観察された逆位相同期の背景と機能に関す

る考察を行うことも必要であろう．人々の振る舞いに

おいて同位相同期が観察されることは，多くの先行研

究において示唆されており，コミュニケーションを円

滑にする機能や参加者間の社会的絆を強化する機能が

あることが主張されている（Hove & Risen, 2009; 
Kirschner & Tomasello, 2010; Wiltermuth & Heath, 2009）．
しかし，逆位相同期に関してはその背景や機能に関す

る検討は十分には行われていない．逆位相同期では，演

者らは振る舞いの頻度といった一部を互いに合わせつ

つ，そのタイミングといった他の部分を反対にずらす

協調が営まれている．例えば，Shimizu and Okada (under 
review)では，逆位相同期におけるこの演者間の振る舞

いの複雑な協調や対比が，個々のパフォーマンスの強

調に繋がる可能性が指摘されている．この推測は，伝統

的なコーラス団の競争的文脈において見られた個々の

歌声の強調を示唆した研究（Keller et al., 2017）や，競
争的な会話場面（ディベート）における参加者間の逆位

相同期に類する振る舞いの頻出を示唆した研究（Abney 
et al., 2014; Paxton & Dale, 2013, 2017）とも整合的であ

る．ただしその背景を明確に検討するには，例えば競争

的な文脈と協働的な文脈とを比較した研究や，上記の

協調の様相が観客の注意・興味へ与える影響等も含ん

だ，今後の仔細な検討が必要と考えられる． 
また，本研究で示唆された協調や対応関係の動的な

変化に関しても，その背景の検討が必要と考えられる．

ダンサーは文脈や時間経過に依拠して 2 つの表現チャ
ンネルにおける協調やその対応関係を変化させていた．

我々は上演芸術の有するOpen Communicationの特徴が
その背景として存在する，と推測している（Okamoto et 
al., 2005）．上演芸術において演者が強く共有する主な
目的は，観客へのパフォーマンスの披露である．演者間

の関わり合いにおいても，演者らはその様相を観客へ

披露することを主たる目的として関わり合いを営んで

いく．以上のように上演芸術における演者間の関わり

合いは演者間で閉じているのではなく，観客らにも開

かれた，見られることを前提としたものと捉えること

が出来る．演者らはその豊富な領域経験により，観客の

注意・関心を引きつけるための関わり合いの様相を複

数，経験的・潜在的に把握しており，そのことを意図し

て協調の一定したパターンの構築とその動的な変化を

披露した可能性が推測されよう．以上の仮説は，熟達者

間の関わり合いと初心者間の関わり合いとの比較等を

通して，今後検証する必要がある議題と考えられる． 
最後に，上記の提案した枠組みと関連する理論との

繋がりについて説明する．関連する理論の例として，

Beyond Synchrony の理論（Dale et al., 2013; Wallot et 
al.2016）がその最たるものとして挙げることが出来る．

Beyond Synchrony の理論では，人々の日常における複

雑な関わり合いを十分に捉えるためには，同期の理論

の拡張が必要であることを主張している．実際にいく

つかの研究では，この理論と整合する結果が示唆され

つつある．例えば，会話場面において人々の表情・うな

ずき・発話等の複数媒体において同期・強調する様子が

観察されることを示唆した研究（Lowerse et al., 2012），
2 者間で互いに異なる相補的な振る舞いを行うことで

特定の課題を達成する様子が見られることを示唆した

研究（Richardson et al.,2016），会話において人々が文字・

単語・文といった複層的なレベルにおける複雑な協調

（complexity matching）を構築する様子が見られること

を示唆した研究（Abney et al., 2014）等がその例として

挙げられる．本研究で提案した Multi-channel 
Coordination Dynamics の枠組みはこの理論と整合的で

あり，Beyond Synchronyの枠組みを，特に文脈や複数チ
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ャンネル間の関わり合いに焦点を当て，上演芸術にお

ける関わり合いに拡張したものと捉えることも可能で

ある．今後は，以上の理論の発展との対応を精緻化しつ

つ，上演芸術における複雑な関わり合いをさらに仔細

に検討する試みが必要と考えられる． 
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